
１１４ 田鶴(tazu)                       帰る鶴＝仲春・動物 

4 4 9    たたなづく空のまほらに田鶴舞へり( 平成四年)  

          （tatanazuku*sorano*mahorani*tazu*maeri/） 

 

１１５ 恋猫(koineko)                     恋猫＝初春・動物 

4 5 0    恋猫の鼠取らずに呆けにけり( 平成二年)  

             (koinekono*nezumi*torazuni*bokeni*keri//) 

     4 5 1    恋猫のしきりに声す根岸庵（平成二年） 

           （koinekono*shikirini*koesu*negishian/） 

 

１１６ 雲雀(hibari)                      雲雀＝三春・動物 

4 5 2    揚げ雲雀逝きて残れり車椅子( 平成元年以前)  

            (agehibari*yukite*nokoreri*kuruma*isu/) 

4 5 3    地に山羊が空で雲雀が鳴く日かな( 平成三年)  

            (chini*yagiga*sorade*hibariga*naku*hi*kana//) 

4 5 4    来し方は夢にまどろむ雲雀かな( 平成三年)  

            (koshikatawa*yumeni*madoromu*hibari*kana//) 

4 5 5    吾にまた希望の二字よ雲雀舞へ( 平成三年)  

            (wareni*mata*kibouno*nijiyo*hibari*mae/) 

4 5 6   萎えていく心に雲雀舞ひ上がる( 平成三年)  

             (naeteiku*kokoroni*hibari*maiagaru/) 

 

１１７ つばめ(taubame)                     燕＝仲春・動物 

4 5 7   谷底の暗き渕より岩つばめ( 平成二年)  

             (tanisokono*kuraki*huchi*yori*iwa*tsubame/) 

 

１１８ 囀り(saezuri)                      囀り＝三春・動物 

4 5 8   囀りのなか病む母の小言聞く( 平成元年以前)  

            (saezurino*naka*yamu*hahano*kogoto*kiku/) 

4 5 9   囀りと気づきし朝の耳聡し( 平成元年以前)  

             (saezurito*kizukishi*asano*mimi*satoshi/) 

 

１１９ 馬の子(umanoko)                    仔馬＝晩春・動物 

4 6 0    雲海を天馬のごとく那須の駒( 平成八年)  

             (unkaiwo*tenmano*gotoku*nasuno*koma/) 

 



１２０ 梅(ume)                          梅＝初春・植物 

4 6 1    親鸞のゆかりの寺の梅真白( 平成元年以前)  

             (shinranno*yukarino*terano*ume*mashiro/) 

 

１２１ 菜の花(nanohana)                菜の花＝花菜＝晩春・植物 

4 6 2    菜の花や晋平の音響かせて( 平成元年以前)  

(nanohanaya//shinpeino*oto*hibikasete) 

4 6 3    菜の花の岬の白い波涛かな( 平成二年)  

            (nanohanano*misakino*shiroi*hatou*kana//) 

4 6 4    菜の花や筑波も見えて五行川( 平成六年)  

            (nanohanaya//tsukubamo*miete*gogyougawa/) 

4 6 5    鉄路行く花菜明かりの昼下がり( 平成六年)  

             (tetsuro*iku*hanana*akarino*hirusagari/) 

 

 

１２２ 竹秋(chikushuu)                     竹秋＝晩春・植物 

4 6 6    竹秋や吾に詩嚢を与へよと( 平成六年)  

             (chikushuuya//wareni*shinouwo*ataeyoto/) 

 

１２３ 春野(haruno)                       春野＝三春・地理 

4 6 7    古地図のごとき皺寄せ春野行く( 平成元年以前)  

             (huruchizuno*gotoki*shiwa*yose*haruno*yuku/) 

 

１２４ 青梅(aoume)                     [青梅＝仲夏・植物] 

4 6 8    青梅の秘めし硬さのごとき耳( 平成四年)  

             (aoumeno*himeshi*katasano*gotoki*mimi/) 

 

１２５ 卯の花(unohana)              [卯の花＝花空木＝初夏・植物] 

4 6 9    癒されぬ一茶の孤独花空木( 平成十二年)  

(iyasarenu*issano*kodoku*hana*utsuki/) 

4 7 0    花空木一茶の信濃濃く淡く( 平成十二年)  

            (hana*utsuki*issano*shinano*koku*awaku/) 

4 7 1    ほんのりと卯の花明かり一茶の句( 平成十二年)  

            (honnorito*unohana*akari*issano*ku/) 

4 7 2    卯の花をかざして一茶信濃行く( 平成十二年)  

            (unohanawo*kazashite*issa*shinano*iku/) 



4 7 3    これがまあ一茶の嘆き空木咲く( 平成十二年)  

             (korega*maa*issano*nageki*utsuki*saku/) 

 

１２６ 迎春花(geishunka)              迎春花＝黄梅＝初春・植物 

4 7 4    迎春花このひとときの刻記す( 平成元年以前)  

             (geishunka*kono*hitotokino*toki*shirusu/) 

 

１２７ 犬ふぐり(inuhuguri)                犬ふぐり＝初春・植物 

4 7 5    犬ふぐりしばしメルヘンに酔ひにけり( 平成十年)  

            (inuhuguri*shibashi*meruhenni*yoinikeri//) 

 

１２８ えのころやなぎ(enokoroyanagi)     えのころやなぎ(猫柳)＝初春・植物 

4 7 6    蛇尾川のえのころやなぎに声かける( 平成十年)  

            (jabigawano*enokoro*yanagini*koe*kakeru/) 

 

１２９ 萌える(moeru)                     萌え＝初春・植物 

4 7 7    悠久の時もありけり那須萌える( 平成元年以前)  

            (yuukyuuno*tokimo*arikeri*nasu*moeru/) 

4 7 8    転校す子ら励まして萌える径( 平成八年)  

             (tenkousu*kora*hagemashite*moeru*michi/) 

 

１３０ 緑立つ(midoritatsu)                 緑立つ＝晩春・植物 

4 7 9    黒髪の山を背にして緑立つ( 平成元年以前)  

            (kurokamino*yamawo*seni*shite*midori*tatsu/) 

 

１３１ 新樹(shinju)                     [新樹＝初夏・植物] 

4 8 0    新樹燃ゆ吾一枚の葉と化しぬ( 平成五年)  

           (shinju*moyu*ware*ichimaino*hato*kashinu/) 

4 8 1    新樹いま天へ天へと伸びゆけり( 平成五年)  

           (shinju*ima*ten’e*ten’e’to*nobiyukeri//) 

4 8 2    新樹の香それぞれの香嗅ぎわける( 平成五年)  

           (shinjuno*ka*sorezoreno*ka*kagiwakeru/) 

4 8 3    新樹の候晴耕雨読を旨とする( 平成五年)  

            (shinjuno*kou*seikou*udokuwo*muneto*suru/) 

 

 



１３２ 蒲公英(tanpopo)                  蒲公英＝三春・植物 

4 8 4    蒲公英や相語りゐる花と絮( 平成元年以前)  

             (tanpopoya//aikatariiru*hanato*wata/)                      

 

１３３ 土筆(tsukushi)                    土筆＝仲春・植物 

4 8 5    なだらかな丘の土筆に身を屈め( 平成元年以前)  

             (nadarakana*okano*tsukushini*miwo*kagame/) 

 

１３４ 椿(tsubaki)                       椿＝三春・植物 

4 8 6    清美なる一重の椿咲きにけり( 平成三年)  

            (seibinaru*hitoeno*tsubaki*sakini*keri//) 

4 8 7    晴れやかな白の椿が空に舞ふ( 平成三年)  

             (hareyakana*shirono*tsubakiga*sorani*mau/) 

 

１３５ 酒中花(sucuuka)              [酒中花(水中花)＝三夏・植物] 

4 8 8    酒中花の一枝口に銜えけり( 平成三年)  

         （sucuukano*hitoeda*kuchini*kuwae*keri//） 

 

１３６ 八汐(yashio)                 八汐(塩)躑躅＝晩春・植物 

4 8 9    谷底の深き岩間の八汐かな( 平成二年)  

             (tanizokono*hukaki*iwamano*yashio*kana//) 

 

 

１３７ 躑躅(tsutsuji)                     躑躅＝晩春・植物 

4 9 0    あかあかと水田へ躑躅沈みけり( 平成六年)  

            (akaakato*mizutae*tsutsuji*shizumi*keri//) 

4 9 1    躑躅野の果てに静まる寺の門( 平成六年)  

            (tsutsuji*no*no*hateni*shizumaru*terano*mon/) 

4 9 2    つつじ野でうつつなきまま野遊びす( 平成六年)  

            (tsutsuji*node*utsutsunaki*mama*noasobisu/) 

4 9 3    つつじ野を海に例えて船出とす( 平成六年)  

            (tsutsuji*nowo*umini*tatoete*hunadetosu/) 

4 9 4    水張りし田に鮮やかに緋躑躅( 平成十三年)  

            (mizu*harishi*tani*azayakani*hi*tsutsuji/) 

4 9 5    家々に躑躅群れ咲く母の里( 平成十三年)  

             (ieieni*tsutsuji*mure*saku*hahano*sato/) 



4 9 6    母在りし頃の緋躑躅続きけり( 平成十三年)  

            (haha*arishi*korono*hi*tsutsuji*tsuzuki*keri//) 

 

１３８ 梨の花(nashinohana)                 梨の花＝晩春・植物 

4 9 7    疲れ眼を癒すがごとく梨の花( 平成二年)  

(tsukaremewo*iyasuga*gotoku*nashino*hana/) 

4 9 8    青天へ身をほしいまま梨の花( 平成二年)  

            (seiten’e*miwo*hoshiimama*nashino*hana/) 

 

１３９ 芹(seri)                         芹＝三春・植物 

4 9 9    鳩が来る土手で芹摘む佳き日かな( 平成九年)  

            (hatoga*kuru*dotede*seri*tsumu*yoki*hi*kana//) 

 

１４０  山吹(yamabuki)                   山吹＝晩春・植物 

5 0 0   思ひ出は濃山吹の翳帯びぬ( 平成十二年)  

            (omoidewa*koi*yamabukino*kage*obinu/) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



夏・初秋の部( 六月・七月・八月)  

 

「『 名は 

榛名 

祟(たた)り部として 

泣く蜩             高柳重信(『日本海軍』)』  

第九句集『日本海軍』の中の一句であるが、太平洋戦争のときの戦艦榛名の由来は、多分、

群馬県榛名町にある旧県社榛名神社にあるのだろうと思われるが、祭神は『ほむすびの神』

であり『ほ』は火を、『むすび』は神秘的な生成力を表している。戦艦榛名がどの海に沈没

していったのか、私には分からないが、遺骸とともに海の藻屑となっているのであろう。

その慰霊たちの祟部の涕泣するというのであろう。鳴きしきる蜩の音を慰霊たちの祟部(た

たりべ)のこえとして、とらえた重信の暗喩はアニミズムというよりはシャーマニズムに近

いのであろうが、日本人が縄文の昔より形成してきた、ほのかな自然宗教・原始宗教・自

然感覚・自然感情などの深層心理の表徴なのであろう。古代歌謡から現代俳句に脈々とし

て流れているこの遥かなるアニミズムの感覚は民族間のエスノセントリズムを緩和する一

つの文化遺産のように思われてくる。」(『ATORI』45 所収「(続)高柳重信の世界(江連博稿)」) 

 

１４１ 夏(natsu)・炎天(enten)・八月十五日(hachigatsujugonichi)  夏＝三夏・時候 

5 0 1    八月は焦土の石の句を詠まん(平成元年以前)           炎天＝晩夏・天文 

(hachigatsuwa*shoudono*ishino*kuwo*yoman/)八月十五日(終戦記念日)＝初秋・行事 

5 0 2     軍楽の流れる野辺の夏盛り( 平成元年以前)   

(gungakuno*nagareru*nobeno*natsu*sakari/) 

5 0 3    炎天に泳ぐ子の唄こだませり( 平成元年)  

(entenni*oyogu*konouta*kodamaseri/) 

5 0 4    鳩放ち風の遊べる晩夏かな( 平成元年以前)           晩夏＝晩夏・時候 

(hatohanachi*kazeno*asoberu*banka*kana//) 

5 0 5   ひとのかげふとしのびよる晩夏かな( 平成元年以前)  

(hitonokage*huto*shinobiyoru*banka*kana//) 

5 0 6   叢の薬師寺跡の夏深し( 平成元年以前)  

(kusamurano*yakushijiatono*natsu*hukashi/) 

5 0 7   この夏が越せるかと母呟きぬ( 平成元年以前)  

(kononatsuga*koserukato*haha*tsubuyakinu/) 

5 0 8   薬餌とは苦きものなり夏の宵( 平成元年以前)         夏の宵＝三夏・時候 

(yakujitowa*nigakimononari*natsuno*yoi/) 

5 0 9   濃きミルク飲みほし夏の茶臼岳( 平成四年)  

(kokimiruku*nomihoshi*natsuno*chausudake/) 



5 1 0   八月やはや十五日何をせん( 平成四年)  

(hachigatsuya//haya*jugonichi*naniwosen/) 

5 1 1   八月十五日耳底に残る遠き音( 平成四年)  

(hachigatsujugonichi*jiteini*nokoru*tookioto/) 

5 1 2   八月の敗戦日未だ続きけり( 平成四年)  

(hachigatsuno*haisenbi*imada*tsuzuki*keri//) 

5 1 3   八月十五日塩ふりかけて飯を食ふ( 平成四年)  

(hachigatsujugonichi*shio*hurikakete*meshiwo*kuu/) 

5 1 4   青春の娘に語り継ぐ敗戦日 ( 平成四年)  

(seishunno*koni*kataritsugu*haisenbi/) 

5 1 5   吹き晴れて羅漢の野よ敗戦日( 平成四年)  

(hukiharete*rakanno*noyo*haisenbi/) 

5 1 6   名なき人詠める姿川夏立ちぬ( 平成五年)           夏立つ＝初夏・時候 

(nanakihito*yomeru*sugatagawa*natsu*tachinu/) 

5 1 7   あのときの炎天の日の鬼瓦( 平成五年) 

(anotokino*entenno*hino*onigawara/) 

5 1 8   ひたすらにあの炎天の詩を詠まん( 平成五年) 

(hitasurani*ano*entenno*shiwo*yoman/) 

5 1 9   がむしゃらに礫抛らん敗戦日(平成五年) 

(gamusharani*tsubute*houran*haisenbi/) 

5 2 0   犬口開けて舌の見ゆ終戦日( 平成五年)  

(inu*kuchiakete*shitano*miyu*shuusenbi/) 

5 2 1   百の霊百穴にあり終戦日 ( 平成五年)  

(hyakuno*rei*hyakkettuni*ari*shuusenbi/) 

522   闘いの後肩組んで夏の海( 平成六年)             夏の海＝三夏・地理  

(tatakaino*ato*kata*kunde*natsuno*umi/) 

5 2 3   若人に声援とばし夏陰に( 平成六年)  

(wakoudoni*seien*tobashi*natsukageni/) 

5 2 4   美しきもの見し吾ら夏終わる( 平成六年)  

(utsukushiki*monomishi*warera*natsu*owaru/) 

525   夏陰に芳賀の台地の匂ひせり( 平成六年)            夏陰＝晩夏・天文 

(natsukageni*hagano*daichino*nioi*seri/) 

526   夏の夕おどろおどろと猿の真似( 平成六年)          夏の夕＝三夏・時候 

(natsuno*yuu*odoro*odoroto*saruno*mane/) 

5 2 7   炎天やししむら喰らふ猿田彦( 平成六年)  

(enten’ya//shishimura*kurau*sarutahiko/) 



5 2 8   炎天下死場所求むる人の群れ( 平成六年)  

(entenka*shibasho*motomuru*hitono*mure/) 

5 2 9   戦没の日々の暑さや五十年( 平成七年)  

(senbotsuno*hibino*atsusaya//gojuunen/) 

5 3 0   さまざまなこと省みる敗戦日( 平成七年)  

(samazamana*koto*kaerimiru*haisenbi/) 

5 3 1   酔ひてなほ暗き道行く敗戦日( 平成七年)  

(yoitenao*kuraki*michi*yuku*haisenbi/) 

5 3 2   草むらの錆びたナイフや敗戦日( 平成七年)  

(kusamurano*sabita*naihuya//haisenbi/) 

5 3 3   こころ萎ゆ八月十五日の鐘を聞く( 平成七年)  

(kokoronayu*hachigatsu*jhuugonichino*kanewo*kiku/) 

534   釣り人の影点々と夏終わる( 平成七年)            夏終る＝晩夏・時候 

(tsuribitono*kage*tentento*natsu*owaru/) 

5 3 5   意味もなく夏の河原の石拾ふ( 平成七年)  

(imimonaku*natsuno*kawarano*ishi*hirou/) 

5 3 6   昼となく夜となく夏河原行く( 平成七年) 

(hirutonaku*yorutonaku*natsu*kawara*yuku/) 

537   古城跡より見ゆ那須の夏の雲( 平成八年)           夏の雲＝三夏・時候 

(kojouato*yori*miyu*nasuno*natsuno*kumo/) 

5 3 8   病む夏や病牀六尺読み耽る( 平成八年) 

(yamunatsuya//byoushou*rokushaku*yomi*hukeru/) 

5 3 9    那須山と吾らの黙契夏深し( 平成八年)           夏深し＝晩夏・時候 

(nasuyamato*warerano*mokkei*natsu*hukashi/) 

5 4 0   那須は夏アジア学園右二キロ( 平成八年)  

(nasuwanatsu*ajiagakuen*migi*nikiro/) 

5 4 1   牛もゐて馬もゐて那須夏盛り( 平成八年)         夏盛ん＝晩夏・時候 

(ushimoite*umamoite*nasu*natsu*sakari/) 

5 4 2   手に掬ふ清水冷たし敗戦忌( 平成九年)  

(teni*sukuu*shimizu*tsumetashi*haisenki/) 

5 4 3   鳥語良し魚語また良し変な夏( 平成九年)  

(chougo*yoshi*gyogo*matayoshi*henna*natsu/) 

5 4 4   みちのくの定年の旅夏深し( 平成十年)  

(michinokuno*teinenno*tabi*natsu*hukashi/) 

5 4 5   荒魂の最上舟唄夏盛り( 平成十年)  

(aratamano*mogamihunauta*natsu*sakari/) 



5 4 6   荒魂を鎮めるごとく夏神楽( 平成十年)  

(aratamawo*shizumeru*gotoku*natsu*kagura/) 

5 4 7   夏草やわが来し方もかぎろひぬ( 平成十年)          夏草＝三夏・植物 

(natsukusaya//waga*koshikatamo*kagiroinu/) 

5 4 8   尾瀬一花一木一草夏讃歌( 平成十一年)  

(ozeikka*ichiboku*issou*natsu*sanka/) 

5 4 9   焼跡のように続くや夏の霜( 平成十二年)         夏の霜＝三夏・天文 

(yakeatono*youni*tsuzukuya//natsuno*shimo/) 

5 5 0   まどろめばまたあにのこと夏の霜( 平成十三年)  

(madoromeba*mata*anino*koto*natsuno*shimo/) 

 

１４２ 入道雲(nyuudougumo)                  入道雲＝三夏・天文 

5 5 1   入道雲蕪村の句碑と対峙せり( 平成元年以前)  

           (nyuudougumo*busonno*kuhito*taiji*seri/) 

5 5 2   四方より雲峰立つや尾瀬の沼( 平成八年)  

           (shihou*yori*kumomine*tatsuya//ozenonuma) 

 

１４３ 暑(shou)                          暑＝三夏・時候 

5 5 3   暑に耐へることを日課に五行川( 平成五年)  

           (shoni*taeru*kotowo*nikkani*gogyougawa/) 

5 5 4   暑さ呆け猿のごとくにふるまひぬ( 平成六年)  

           (atsusaboke*saruno*gotokuni*hurumainu/) 

5 5 5   暑き日の胸にこだます鐘の音( 平成九年)  

           (atsukihino*muneni*kodamasu*kaneno*oto/) 

5 5 6   溽暑たる吾が不惑の日々数ふ(平成九)          溽暑＝晩夏・時候 

           (jhokushotaru*waga*huwakuno*hibi*kazou/) 

 

１４４ 三伏(sanpuku)                      三伏＝晩夏・時候 

5 5 7   三伏の吾の而立の時思ふ( 平成九年)  

           (sanpukuno*wareno*jiritsuno*toki*omou/) 

 

１４５ 五月雨(samidare)                    五月雨＝仲夏・天文 

5 5 8     さみだれの音のかなたの柳かな( 平成元年以前)  

           (samidareno*otono*kanatano*yanagi*kana//) 

5 5 9   さみだれのやみしあとすぐ夜となる( 平成元年以前)  

           (samidareno*yamishi*ato*sugu*yoruto*naru/) 



5 6 0   さみだるる百穴百の目のごとし( 平成五年)  

           (samidaruru*hyakketsu*hyakuno*meno*gotoshi/) 

 

１４６ 五月闇(satsukiyami)                  五月闇＝仲夏・天文 

5 6 1   亡母を連れ室の八島は五月闇( 平成八年)  

           (hahawo*tsure*murono*yashimawa*satsuki*yami/) 

 

１４７ 梅雨(tsuyu)                       梅雨＝仲夏・天文 

5 6 2   長梅雨や長岡百穴闇深し( 平成五年)  

           (nagatsuyuya//nagaoka*hyakketsu*yami*hukashi) 

5 6 3   梅雨激しそれぞれの魂百の穴( 平成五年)  

           (tsuyu*hageshi*sorezoreno*tama*hyakuno*ana/) 

5 6 4   梅雨出水烏が道を案内する( 平成七年)           梅雨出＝仲夏・地理 

           (tsuyu*demizu*karasuga*michiwo*anaisuru/) 

5 6 5   梅雨長し小草に遊ぶ小鳥かな( 平成七年)  

           (tsuyu*nagashi*kogusani*asobu*kotori*kana//) 

5 6 6   梅雨明けず鴉の真似する群れ雀( 平成七年) 

          (tsuyu*akezu*karasuno*mane*suru*mure*suzume/) 

5 6 7   梅雨激しその激しさに逆らはず( 平成七年)  

           (tsuyu*hageshi*sono*hageshisani*sakarawazu/) 

5 6 8    吾も病む兄も病みをり今年梅雨( 平成十三年) 

           (waremo*yamu*animo*yamiori*kotoshi*tsuyu/) 

5 6 9    降れよ降れ祈り続けて梅雨の闇( 平成十三年)  

       （hureyo*hure*inori*tsuzukete*tsuyuno*yami/） 

5 7 0    梅雨晴れ間ふと一輪の花を見し( 平成十三年) 

           (tsuyu*harema*huto*ichirinno*hanawo*mishi/) 

5 7 1    梅雨の雷兄もまた目を覚ましたか( 平成十三年)      梅雨の雷＝仲夏・天文 

           (tsuyuno*rai*animo*mata*mewo*samashitaka/) 

 

１４８ 喜雨(kiu)                         喜雨＝晩夏・天文 

5 7 2    勾玉の国の歳時記喜雨来る( 平成五年)  

(magatamano*kunino*saijiki*kiu*kitaru/) 

5 7 3    喜雨を呼ぶ武蔵の国の大欅( 平成五年)  

           (kiuwo*yobu*musashino*kunino*ookeyaki/) 

 

 


